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新年明けましておめでとうございます。

旧年中は大変お世話になりました。本年も

どうぞよろしくお願いします。大震災で幕

を開けた２０１１年度でしたが、未だ行方

の分からない方々がいます。心を痛め苦し

んだ人々がたくさんいる中で、人と自然界

との共生力が試された１年でもあったよう

に思います。被災されました方々には、謹

んでお悔やみ申し上げます。

さて、昨年のサッカー界はアジアカップ優

勝に始まり、なでしこジャパンのワールド

カップ優勝など、スポーツの持つ力が人々

を勇気付け励ましました。我がクラブにお

いてもコスモスの全国大会出場、Ｕ１３の

トップリーグ２位、Ｕ１５の１部リーグ昇

格、セカンドの１部リーグ昇格、トップの

ＪＦＬ昇格と昇格や優勝に絡んだ大きな年

でした。イレブンスターズが正に輝きを放

った１年でした。これも選手たちを送り出

してくれましたご家族やその活動を支えて

くれました関係者の皆様のお陰です。

２０１２年のクラブは「１２」という数字

が示すように、サポートする力が必要とな

ります。ＪＦＬというステージに昇格した

ことにより、よりたくさんの声援・資金・

運営者が必要となりました。皆様の協力な

しには戦えないシーズンになります。全国

リーグへ参戦し、日本中を転戦することに

なったトップチームの開幕戦は３月１１日

アウェイの予定です。より一層の力強いサ

ポートをよろしくお願いします。

（吉野次郎）

アカデミー：ＭＨＩ２回目の優勝

JANUARY

☆今月のピックアップ☆

※セカンド県２部完全優勝

神奈川県サッカーリーグ２部

【日程】２０１０年５～１２月

【会場】神奈川県内グランド

【結果】優勝

△ 2－2 日立小田原（石崎、山田源）

○ 4－2 BEBERRADO FC

（越石、佐藤、藤島、中嶋）

○ 2－0 品川ＣＣ横浜（山田駿、伊藤）

○ 4－3 インフィニット相模原

（山田源、佐藤、山田駿 2）
○ 2－1 港北ＦＣ（関根、石井）

△ 1－1 東海ウィングス（山田源）

○ 2－0 サルバトーレ（石崎、辛島）

○ 8－0 富士ソフト

（藤島 3、中嶋、辛島、越石、奥田、時友）

○ 2－1 秦野ＦＣ（藤島、石崎）

○ 2－1 エプソントヨコム（石崎、時友）

○ 6－1 FC OFFSIDE/meteor

（伊藤２、辛島、山田源、中嶋、時友）

☆ブロック間優勝決定戦☆

○ 1－0 フットワーク（時友）

新年明けましておめでとうございます。

昨年、皆様の応援のお陰でセカンドは神奈

川県社会人２部リーグＢブロックに優勝し、

１部リーグに昇格出来ることになりました。

また、２部リーグは２ブロックに分かれて

おり、Ａブロック優勝チームのフットワー

クとの優勝決定戦にも１－０で勝利し２部

総合優勝することが出来ました。本当に多

くの方々の支えのお陰だと思っています。

ありがとうございました。

終わってみれば全１１試合を終え、９勝２

分と無敗での優勝となりましたが、簡単な

試合は１試合もなく厳しい試合の連続でし

た。開幕戦では後半４０分まで０－２。劣

勢ながらも主将の石崎を中心に粘りを見せ、

ロスタイムに同点に追い付く展開で、この

試合で諦めない姿勢やチームメイトを信じ

る大切さを身に付けることが出来ました。
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シーズン中盤以降は新戦力も増え、チーム

内のポジション争いが生まれお互いを高め

あう相乗効果があり、良い雰囲気が練習時

から感じられました。その成果が試合でも

活きていたと感じます。シーズン終盤では

ラスト５試合に勝利すれば自力優勝といっ

た新たなプレッシャーがありましたが安定

したプレーが出来るようになったことにも

成長を感じることが出来ました。

特に石崎を始め、昨年から在籍する時友・

佐藤・松木・関根・山田・吉田・中嶋はチ

ームリーダーとして頭角を表し、チームを

良い方向へ導いてくれました。優勝を決め

たエプソン戦でも昨年からいるメンバーと

今季入会のメンバーがうまく融合し、ＹＳ

ＣＣユース出身の時友が劇的な逆転ゴール

で優勝を決めることが出来ました。あのゴ

ール時の感動は今でも忘れられません。

昨年のセカンドは常にチームの一体感を感

じられる良いチームだったと思います。今

年からは１部リーグです。今まで以上に高

い集中力で練習や試合に臨むことが大事に

なります。セカンドが１部で活躍するには

技術向上はもちろんですが、自律・自立し

た選手になれるよう「心・技・体」すべて

において強くなる必要があると考えます。

これまで以上に良い雰囲気を作り、練習で

習得したことが試合で自然に出るようなチ

ームにしていきたいと思っています。

また、１月末から県リーグナンバー１を掛

けたトーナメント戦、神奈川県社会人サッ

カー選手権大会が始まります。上位に入る

とトップではお馴染みの全国社会人関東予

選や天皇杯神奈川県予選への出場資格もも

らえる大会ですし、１部のチームを相手に

選手達がどれだけ出来るかの腕試しをした

いと思います。そして、一日でも早くトッ

プが参入するＪＦＬの舞台に一人でも多く

の選手を送り出せるように、日々ひたむき

に努力していきたいと考えます。今後とも

セカンドへの応援を宜しくお願いします。

（監督 氏家貴士）

Ｕ-12 アカデミー

【大会名】MHI カップ

【日程】１１月２６・２７日

【会場】味の素スタジアム

【結果】優勝

〇 １－０ 兵庫 FC（藤岡）

○ ４－１ MK ユナイテッド

（藤岡２、阿達、福室）

アカデミークラスＵ-12 として９月に行な

われた MHI カップ横浜大会で優勝し、横

浜地区の代表として３地区の代表が優勝を

争う中央大会に出場しました。宿泊を伴う

大会となり、１日目は前茶祭とブラインド

サッカーの体験会が行なわれました。

２日目の大会当日は晴天に恵まれ、選手た

ちがプレーをするには絶好のコンディショ

ンとなりました。J リーグでは東京の２チ

ームがホームスタジアムとして使用する味

の素スタジアムでフルピッチの試合を出来

たこと、プロ選手同様にロッカールームを

使用することや電光掲示板で選手紹介され

ることを体験出来たことはとても大きな財

産となりました。

今年度全日本少年サッカー大会に出場した

兵庫 FC（兵庫県高砂地区代表）との初戦

では苦しみながらもチャンスをものにし、

２試合目の MK ユナイテッド（長崎県長崎

地区代表）戦ではピッチ全体をうまく使い

選手が自信をもってプレーしたことで勝利

を手にしました。大会の中で感じたことは

ハイプレッシャーの中でも準備と判断を早

めることで自信を持ってボールを持つこと

が出来るということです。相手チームのプ

レーからも学ぶ点が多く、実りある大会と

なりました。

最後に大会運営を頂きました三菱重工の

方々、熱いご声援とご協力を頂きましたご

家族の皆様にこの場をお借りして御礼申し

上げます。ありがとうございました。

（担当 野村卓也）
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コスモス

【大会名】第２回全日本女子ユース（U-15）

フットサル大会 関東大会

【日程】１１月２６日、１２月３日

【会場】前橋市民体育館

【結果】

○ 14－0 宇都宮市立泉ヶ丘中学校

○ 3－1 埼玉県女子 U-15 選抜

○ 8－0 ＦＣ千葉なのはな

コスモスの中学生がフットサルの頂点を目

指して関東大会に出場しました。試合時間

や人数、ピッチの広さがサッカーとは違い、

短く、少なく、狭い中でどれだけ今までの

トレーニングの成果が出せるかという挑戦

でした。無事に優勝することが出来、関東

代表として 1 月 7 日～９日に岐阜メモリア

ルセンターにておこなわれる全国大会に出

場することが出来ました。

大会は 9 チームが３ブロックに分かれて予

選ラウンドを戦い、１位と２位の最上位チ

ームの計４チームでファイナルラウンドを

争う、トップの地域リーグ決勝大会の様な

方式です。まずはサッカーで果たせなかっ

た全国 BEST4 入りを実現出来るように気

合を入れて戦ってきたいと思います。

応援よろしくお願いします。

（担当 中森亮）

復興支援

JFA KIRIN スマイルフィールド

このイベントは 3 月 11 日に日本を襲った

大震災で主に被災を受けた東北 3 県に笑顔

を届けようと、昨年 9 月から始まったサッ

カーイベントで、毎回講師に元日本代表の

選手を招き、対象学年の全生徒が授業の一

貫として参加します。参加者は震災で家族

を亡くした子、友達と離れ離れになってし

まった子など様々な境遇に立たされてしま

っている子ども達です。その為、参加者が

自然と笑顔になれるようなメニューを講師

が考え実施しています。そして最後は参加

者全員とハイタッチをして終了となります。

YSCC としてはアシスタントコーチといっ

た形で参加させて頂き、今まで伺った小学

校では先生方から「子ども達が本当に楽し

そうに笑っていた」「このイベントをやって

良かった」などのご意見や感謝の言葉を頂

き、その度にこのイベントを行う意味、力

を改めて実感すると共に、関われたことで

普段では出来ない経験をしたり、感情を持

つことが出来ました。このイベントは 3 年

間で東北 3 県の全小学校を回るという壮大

な目標があり、私自身微力ながら可能な限

り関われればと思っています。

（担当 石塚卓）

イベント報告

ＪＦＬ昇格記念サッカーフェスティバル

昨年 12 月 23 日（祝）に間門小学校で 400
人を超える皆様にご参加頂き、トップチー

ムのＪＦＬ昇格を祝して上記イベントを開

催致しました。イベント中は、トップチー

ム選手と対戦の他、トップチームのゴール

キーパーとのＰＫ対決・シュート力を測る

スピードガン・キックターゲットとアトラ

クションが多く、大変盛り上がることが出

来ました。『JFL 参入募金箱』も設置させ

て頂き、トップチーム選手の掛け声のもと、

『9,206 円』もの募金を頂きました。

お忙しい中ご足労を頂いた区長の牧野様、

市議会議員の伊波様、大塚製薬様を始め活

動の主旨に賛同し、協賛、協力頂きました

皆さま、参加して頂いた参加者の皆さまに

支えられ、盛大に行なうことが出来たこと、

心より感謝申し上げます。

（担当 服部大樹）

第 25 回ニューイヤーフェスタ

2012 年 1 月 3 日（火）一時はＶ字の雲が

鮮やかに空を飾り、寒さも吹き飛ぶ程の晴

天に恵まれ、総勢３３５人の皆様にご来場

を頂きました。今年は通常のイベントの要

素を午前中に凝縮し、焼きそばとおでんの

振舞いを行った後の午後の部は、フリーで

のミニゲームタイムというリラックスした

雰囲気の中で行わせて頂きました。
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また今回は中学生年代からシニアの方まで、

例年以上に多くのＯＢに集って頂きました。

コーチたちに挨拶に来るＯＢ、サッカーで

成長を見せつけるＯＢ、ビール中心のＯＢ

など様々でしたが、25 周年の年としては大

変良い光景であったと思います。「ニューイ

ヤーフェスタ」は 1 年のスタートを切る場、

同窓会的な場、多様な人々の交流の場とし

て毎年１月３日に行い続ける予定ですので、

今後ともよろしくお願いします。

（担当 石塚卓）

カンパニーズサークル

ＹＳＣＣをサポートして頂いております企

業様です。新たな年のスタートとなります

が、ＹＳＣＣと共に今年もよろしくお願い

します。

株式会社 ブライセン（ＩＴ）

ユニフォームスポンサー

品川区東五反田 1-6-3 東京建物五反田ビル

TEL/FAX：03-5423-6571/6580
ＨＰ：http//www.brycen.co.jp

株式会社トータルエステート

ユニフォームスポンサー

横浜の不動産グループ

中区相生町 6－113 桜木町 AN ビル 9F

TEL/FAX：045-662-1105/7005
ＨＰ：http://www.t-estate.com/

セイノーロジックス㈱（輸送業）

ユニフォームスポンサー

西区みなとみらい 2 丁目 3 番地 1
クイーンズタワーA11 階

TEL：045-682-5301
ＨＰ：http://www.logix.co.jp

今後の予定

☆平成２４年度クラブ説明会

今年度の活動報告や次年度の方針、計画を

中心に年に一回皆様の前で想いを伝えさせ

て頂く場を頂きます。永く在籍頂いている

方はもちろん、当クラブの事をあまり知ら

ない方にはクラブの成り立ちからご説明を

させて頂きますのでお気軽に会場にお越し

ください。

【日程】２０１２年２月１８日（土）

【会場】横浜市開港記念会館 講堂

【時間】18：30～20：00（受付 18：15～）

【内容】クラブプロフィール、活動報告、

活動計画、質疑応答

かわら版次号予告

１月に行なわれます各種大会のご報告をさ

せて頂きます。アカデミークラスは年度内

最後の大きな大会となる県大会に臨みます。

特に MHI カップ、かもめ NEW YEAR カ

ップなど優勝が続いている６年生は小学生

生活を締めくくる挑戦となるのでご期待下

さい。

〖お問い合わせ先〗

ＴＥＬ  ０４５－６２１－８７６０

ＦＡＸ  ０４５－６２１－８７６１

ＨＰ    http://www.yscc1986.net

E-mail   info@yscc1986.net


